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声ummary

Insecticidalactivitiesofaerosolscontaining

Kikuthrinwerecomparedwithastandardaero･

Solcontainingphthaltbrinandpiperonylbutoxide

oncommonhousefliesbyusing0.5m3 boxtype

method.

Theexperimentalresultsareasfollows:Inoil･

basedaerosol,theknock-downeffectofKikuth･

rimcombinedwithn-propylisomewasequalto

thatofthestandardaerosol,moreover,thisfor･

mulationofKikuthrincontainingn-propylisome

showedsuperiorlethaleffecttotheotheraero･

Solstested.

Theseresultsshowthattheaerosolformulation

ofacombinationofKikuthrinandn-propylisl

oneisexpectedtobeveryusefulforpractical

use.

抄

トコジラミから発散する匂い Assembling_and

alertingscentsproducedbytheBedbugCimcx

tccLutan'usL.H.Z.Levinson,AnnaR.Barllan,

ExJ)erJ'enLia27,102(1971).

Marx(1955)は, トコジラミC.teciulariusの城

田形成がこの虫をつぶして生ずる特有の臭いによって

促巡されると報告したが.追試では否定的結果がでて

いる.Schildknechtは放近この虫の発香腺分泌物の

組成を hex-2-en-1-al(70%)とoct-2-en-1-al(30

,%)であるとした.著者等は上記2超の aldehydeと,

山休から発放する匂いに対するトコジラミの唄党的挙

動を湘べた.8枚の円形口約 (垣径2.5cm)の1枚に

匂いを吸rtさせ,それを,宙径20cmの円形口紙の周

辺に等IllliEに'Bき,同性10匹を1組として試験した.

そして各々のロ紙に貼った虫数を経時的に迫った結凪

2手盛のaldehydeには似合しなかった.このことから

匂いの主成分には特別の誘引作用はないようであって.

さらに Butler(1967)のいう.幣紙フェロモンのよう

な作用を示す.即ち,ある氾皮 (空気中1cm2に47FLg)

で上記の aldehydesを施用すると,災まってもすぐ
に分散してしまう.一方雄か雌25匹の匂いの付いたロ

紙には,雌雄ともほぼ同じ割合で災まった.実験開始

後4時間以内で災まる虫数は時間に比例して増加し,

拭く16柑LTqでは一定であった.
トコジラミでは,触覚が主要な感覚であるといわれ,

印光軸Iljがなければ匂いに反応しないし,また災まっ

た虫は,趨触性によって災田を保っている.災まる虫

数と性別は匂いの碓獄と氾皮で決まる.

一般に雌は雄より匂いに敏感で,また自然状頂では

成虫と一緒にいろはずの5令幼虫が匂いにほとんど反

応しない.トコジラミ雄雌1対1の匂いをメタノール

抽出したものは,虫1匹相当虫で雌の14%を誘引する.

しかしこの混合臭はエーテルには不溶である.

以上のような両性を誘引する匂いを著者等は asse･

mblingscentとして区別した. この匂いのもつ特性,
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蘇

即ち張合と警報という互に逆の効果は,生態学的に姉

妹深い. (中島修平)

カツオプシムシの脂肪酸エステルに対する嘆兜

Theolfactoryresponsesofgranarybeetlesto･

wardsnaturalandsyntheticfattyacidesters

U.Yinon,A.Shulov,andA.Ikan,I.InsectPlLy･

sl'oL.17,1037(1971).

かソオブシムシの1種 Trogodeymagranarl'umの

分泌するフェロモンは,雌雄共を誘引することから災

合フェロモンであると考えられる.

Trogodeymaから分泌されるフェロモンは同時に.

TriboLiumcastaneum,TenebriomoLitoy,Dermestcs

maculatusに対し,払い忌避効果をもっている.

T.gyanan'umの雌約2万匹を磨砕し,活性部をエ

ーテル抽出した.酸.アルカ.)可溶部を除去し中性油

状物9.359gを得た. 化合物の同定はガスクロマトグ

ラフを用いて行なった.palmitic,stearic,oleic,lint

Oleicacidのmethylあるいは ethylェスチルのRf

と比べたり,あるいは. これらとco-injectionする

ことにより,活性物矧 まmethyloleate,ethylpalm･

itate,ethylstearate,ethyloleate,ethyllinoleate

の混合物であることがわかった.

そこで,これらの飽和あるいは不飽和脂肪恨エステ

ルの同族体を合成し,Tyogodeyma,TyiboLfumcasLa･

neumに対する誘引あるいは忌避効果を湘べた.

災合フェロモンを相成している脂肪酸エステルの

thresholdは,両種共に 10~2- 10~Bmgであった.

生物検定に供した脂肪酸あるいはそれらのエステル

獄には,種あるいは性に対する特異性が見られない.

供試化合物の82%はTrogoderma(両性)に対し溺ijl
性を示したし,Triboliumに対し忌避性を示した. こ

れらの化合物のうち, どれ一つとして,それl'J身.

TyiboIEumに対し誘引性を,Trogodeymaに対し忌避

性を示したものはなかった. (北村火彬)


